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別府市における
働き盛り世代へのCKD普及啓発活動の試み

別府市医師会CKD対策班

別府医療センター腎臓内科
菊池秀年

令和5年度 第2回 健康寿命日本一おおいた創造会議

増加する腎臓病患者の行く末…

精神的QOL

透析生活

健康寿命

老化の促進

身体的QOL

脳心血管病の併存

慢性腎臓病の存在は、想像以上に圧倒されそうな苦悩や課題を抱えた生活をもたらす。

-10年

慢性腎臓病（CKD：Chronic Kidney Disease）
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特定健診実施率が高い都道府県は、CKD有病率/透析導入率が低い

特定健診実施率（％） 透析導入比率

Clin ical and Experime ntal Nephrology 
https://doi.org/10.1007/s10157-023-02412-3

SIR＝1
（standardized incidence rates）

透析導入率の全国平均

透析導入率が高い

透析導入率が低い

腎疾患対策の更なる推進を目指して：実施すべき取組 5本柱

厚生労働省/腎疾患対策検討会（2018年7月）https://ckd-r esearch.jp/
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別府市医師会CKD対策班（体制図）

健診/保健指導事業
課題②

医師会
薬剤師会

病診/医薬連携
課題④

人材育成
課題③

腎専医

普及啓発
課題①

別府市
健康推進課

東部保健所

顔の見える連携づくり

健診事業とCKD診療水準向上への
人材育成

別府市CKD班の取組（2016

別府市CKD予防実践セミナー
（年1回）

・保健指導の在り方
・かかりつけ医との協調

①別府CKD地域連携推進会
（年1回）

②別府CKD小グループミーティング
（年5回）

（各エリア毎10 12名のかかりつけ医が参加）

・顔の見える連携づくり
・特定健診/保健指導勧奨への協力依頼
・CKD診療水準の向上

①世界腎臓病デ-に併せた啓発イベント
CKD

（年1回）

300 350名/年）

・市報掲載
・パネル展示

病診連携

別府市医師会×腎専門医

-01-
人材育成

保健師×腎専門医

-02-
普及啓発

×腎専門医×保健師

-03-

②CKD
（年6回）

・6
（各エリア毎50 60

・各エリア毎の健診結果を公開
・健診への理解
・自己管理能力向上への支援
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生活習慣病からの臨床経過とCKD対策

40歳 60歳 70歳 80歳50歳

生活習慣病
発症

慢性腎臓病
CKD
発症

透析療法
導入

10～15
年

10～15
年

病診連携/2人主治医制
合併症予防

CKD重症化予防
健診事業
受診勧奨
保健指導

CKD発症予防

普及啓発/教育内容

行動習慣の改善
発症予防

普及啓発/教育内容
早期発見

重症化予防

普及啓発/教育内容
重症化予防
運動療法

合併症ケア

これまでの普及啓発の対象者は、
健康志向のたかい高齢者が主体

生活習慣病の発症リスクのある
壮年期/働き盛り世代へアプローチ
の幅を広げていく必要性がある。

問題点
-01-

問題点
-02-

ショッピングモールを活用したCKD普及啓発活動

休日の商業施設を活用

パネル展示・動画配信 中高生や大学生にも情報提供し、
内容を家庭に持ち帰って保護者と共有してもらう。

「ゆめタウン別府店 」×「Stop CKD in Beppu」

一般社団法人 別府市医師会

壮年期30～50代への情報提供
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検査コーナー（協力：大分県臨床検査技師会）

血糖検査

INBODY検査

血管年齢
6 22 24

70

135 107 97

41

1.2 4.4 4.8 13.9
26.8 21.2 19 .2

8.1

0.0

20 .0

40 .0

0
20
40
60
80

100
120
140
160

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代- 無回答

血管年齢 参加年代(ALL)(人) （％）

3 4
18 20

42 41 34

14

1 .7 2.3 10.2
11 .4

23.9 23 .3 19.3

8.0

0.0

20.0

40.0

0
10

20

30
40

50

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代- 無回答

INBODY 参加年代(ALL)(人) (％)

2
13 17

49
91 81 69

27 1
0.6 3 .7 4.9

14.0

26.0 23.1
19 .7

7.7

0.3
0 .0

20.0

40.0

0

20

40

60

80

100

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代- 無回答

血糖検査 参加年代(ALL)(人)
（％）

検査コーナー（協力：キヤノン・キリンビバレッジ・テルモ・アステム）

相談コーナー
(医師・薬剤師・栄養士)

ベジチェック

健幸宣言

0 0 1 1
13

15 17 18

0 01.5
1.5

20.0 23.1 26 .2 27.7

0.0

20.0

40.0

0
2
4
6
8

10
12
14
16
18
20

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代- 無回答

相談 参加年代(ALL)(人)
(％)

51

10

34 41 71 45
58

25

15.2

3.010.1
12 .2

21.1 13 .4 17.3

7.4

0.0

20 .0

40 .0

0
10
20
30
40
50
60
70
80

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代- 無回答

ベジチェック 参加年代(人) (％)

62 1 3 2 1 3 2 4 0 0
0

50

100

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代- 無回答

健幸宣言 参加者年齢(人)

N=78
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結果：参加人数

45
14

36
75

144 148 146
78

4

40 28 36

78

127
64 44

5

0

50

100

150

200

250

300

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代-

地域・年代別参加者数 市内 市外
(人)

健幸宣言 ベジチェック 血管年齢 血糖 INBODY 医師等相談 計（人） 計（％）
0-10代 62 9 6 2 2 0 81 6.9

20代 1 9 18 13 1 0 42 3.6
30代 3 29 16 17 7 1 73 6.2
40代 2 36 64 49 2 1 154 13.1
50代 1 61 112 91 6 13 284 24.2
60代 3 38 88 81 2 15 227 19.4
70代 2 41 75 69 3 17 207 17.6
80代 4 18 34 27 0 18 101 8.6

90代以上 0 1 2 1 0 0 4 0.3
計 78 242 415 350 23 65 1,173

一般社団法人 別府市医師会

結果：各コーナー毎の年代別参加状況

62 61

112

91

18

0

20

40

60

80

100

120

0 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代以上
健幸宣言 ベジチェック 血管年齢 血糖 INBODY 医師等相談

20 50歳代の年齢層に
啓発活動成功！

（47.1％）

各健康チェックコーナーで最も参加の割合が多かったのは50歳代だった。
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結果：聞き取りアンケート（慢性腎臓病についての認知度）

19.2 
43.9 40.6 39.2 43.2 41.6 38.4 38.6 25.0 

34.6 

7.3 18.8 30.1 26.6 21.8 28.9 26.5 

25.0 

34.6 34.1 
34.8 

22.9 21.4 26.5 21.1 22.9 50.0 

11.5 14.6 
5.8 7.8 8.9 10.1 11.6 12.0 

0

20

40

60

80

100

0-10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代-
知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

（％）

全体でみると、知っている：41.9％、聞いたことがある：25.6％、知らない：23.0％、無回答：9.5％だった。

総括

慢性腎臓病の認知度は各世代毎で概ね40％前後にとどまっているため、
それぞれの世代へ必要度の高い情報提供を実施する必要がある。

20 50歳代の働き盛り世代を対象としたCKD普及啓発への活動場所とし
て、商業施設/ゆめタウン別府店の利用は有益であった。

世代に慢性腎臓病を理解頂くきっかけ作りを設けることができた。
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別府市CKD班：次年度の活動について

別府CKD
地域連携推進会

（年1回）

-01-

ビーコンプラザ 商業施設 健康経営事業所

別府CKD
小グループミーティング

（年4回）

-02-

別府市CKD
予防実践セミナー

（年1回）

-03- 壮年期（働き盛り世代）への教育・本質的な情報提供
（教育/
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28© Kirin Beverage Company, Limited 【機密性区分：取り扱い注意（C）】（開示範囲：関係者限り）

イベント概要（当日内容詳細）

29© Kirin Beverage Company, Limited 【機密性区分：取り扱い注意（C）】（開示範囲：関係者限り）

イベント概要（当日内容詳細）

住所 大分県別府市楠町382-7
業態 GMS

店舗面積 約21,000㎡

店舗数 84店舗

経営理念 社員が誇りと喜びを感じ、地域と
お客さまの生活に貢献し続ける

備考
別府市の中心市街地に位置する
ショッピングモールでハーバービュー
のフードコートの景色は最高です。

 冊子（免疫ガイドブック）を基に来場者様へ免疫とは？免疫ケアとは？プラズマ
乳酸菌とは？を説明。

 弊社アンケートにご回答いただいた方には”おいしい免疫ケア100mlPET” 又は
”イミューズヨーグルト500mlPET”を1本とノベルティグッズを進呈。

＜ゆめタウン 別府店＞ ＜店舗概要＞
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Stop CKD in Beppu
ゆめタウンでの取組を通じて

東部保健所地域保健課健康増進班
保 健 師 吉良 千奈津

健康寿命日本一

おうえん企業
（大分キャノン株式会社他）

別府市
別府市

薬剤師会

別府市
医師会

大分県
臨床検査技士会

協和キリン

株式会社・

キリンビバレッジ

株式会社

大分県

栄養士会
テルモ

株式会社
東部保健所

株式会社
アステム

大分県
臨床検査技士会
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発表②「ヘルスケアロボットを活用した健康増進の取組」
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9 11月3か月間 参加合計131,095人 （令和5年度実績）

令和5年度「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間(10月)

健康づくりイベントの開催 9 11月(3か月間)
令和５年度 合計1,415回
（ R元年度 564回、R２年度 443回、R３年度 676回、 R４年度 1,161回）

健康づくりの普及啓発
「月間ポスター・のぼり」の掲示、「ポケットティッシュ」の配布
県庁HP 、県政テレビ番組、市町村広報誌等による情報発信

取

組

参
加

▼推進月間 参加人数推移
H28年度 H29年度 H30年度 R元年度 R2年度 R3年度 R４年度 R5年度

83,505 130,370 150,050 164,814 60,674 75,418 76,472 131,095

１/９～２/８ パブリックコメントの実施
２月 計画の修正

生涯健康県おおいた２１推進協議会委員へ意見照会

３月 成案の議会への報告

第三次大分県健康増進計画（生涯健康県おおいた２１）について

（１）基本理念：県民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組むとともに、個人の健康づくりを社会全体で支援すること（ヘルスプロモーション）
により、すべての県民が生涯を通じて健康で活力あふれる人生を送ることができる「生涯健康県おおいた」の実現をめざす。

（２）策定根拠：①健康増進法 第８条第１項 ②健康寿命日本一おおいた県民運動推進条例
（３）位置づけ：大分県長期総合計画を上位計画とし、大分県医療計画や大分県医療費適正化計画等との整合性を図る
（４）計画期間：令和６年度～令和１７年度（１２年間） ※中間評価 令和１２年度

（１）生活習慣改善のための取組

①栄養・食生活分野
・自然と健康にな れる食環境の整備

②身体活動・運動分野
・健康づくりのための運動の推進

③休養・こころの健康分野
・こころの健康づくりを支援するためのサポート 体制の整備・充実

④喫煙分野
・受動喫煙防止対策の推進

⑤飲酒分野
・アルコールの健康への影響と 健康障がいの正しい知識の普及

⑥歯・口腔の健康分野
・ライフステージに応じた歯科口腔保健対策の推進

⑦生活習慣病対策分野（糖尿病・循環器疾患・がん・COPD）
・健康づくりを支える環境の整備

（２）健康を支える社会環境の整備
・企業や関係団体等の多様な主体との協働による県民運動の展開
・誰もが自然に健康にな れる社会環境の整備

１ 計画の趣旨等

（１）民間活力を含めた地域・職域・学校・家庭等の多様な主体による
健康づくりの推進

（２）無関心層を含む県民誰もが無理なく自然に、楽しく、健康的な行動
にアクセスできるためのＩＣＴの活用

（３）ライフコースアプローチを踏まえた健康づくりの推進
（４）健康寿命の補助指標を活用した実効性のある評価体制の導入
※ライフコースアプローチ：現在の健康状態が次世代の健康に影響を及ぼす

可能性を踏まえたアプローチ
（例）２０歳未満の飲酒・喫煙、骨粗しょう症、妊婦の喫煙

２ 計画改定のポイント ４ 各分野の推進方針

３ 計画の全体像

５ スケジュール
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